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④
 

以上の通信途絶状況分析から、ネットワークにおいて、伝達能力の強
 化と省エネ化は徹底して進めることが、災害対策に有効であること同

 時に運用技術面の研究開発ならびに標準技術化を、より強固に進め
 ることが必要なことも明確に示された。

東日本大震災で東日本大震災でのの通信脆弱性の特徴通信脆弱性の特徴
①

 
神戸大震災では、携帯電話が機能したと言われたが、今回は携帯電

 話も全く機能しなかったことから、ネットワーク設計に問題があったの
 ではないかとの見解がある。

②
 

大震災の中心部では、やはり電源喪失・電力不足による通信途絶が
 発生した。一方、大震災周辺部、特に東京などの大都市においても
 輻輳による通信途絶が発生した。一方でパケット通信は確保された。
 この現象は神戸大震災でも見られた特徴であったが、今回はより顕

 著になった。

③
 

すなわち、ネットワーク整備が進んだ結果、伝達技術的には耐性のあ
 るネットワークが構築されつつあるが、残念ながら運用技術面

 
での耐

 性確保がいまだ未熟であることが明確となった。
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フレキシブルフレキシブルな（変身）な（変身）ネットワークネットワーク
•

 
平常時と災害時では、利用するユーザの背景が大きく異なり、通信サービスへ要

 求条件が変化する。平常時から利用するサービスの延長上で、ユーザの背景を

 考慮し、ネットワークリソースを有効に使って大多数ユーザのニーズを満たす通

 信サービスを実現する技術が望まれる。

必要帯域

同時利用
ユーザ数

数10kbit/s

数bit/s

災害時
利用ユーザ数

平常時の
利用ユーザ数

発信規制など

面積は、同時利用ユーザ数

 
×ユーザ当り帯域で求めら

 
れるネットワークリソースを表

 
す。

これまでの技術
電話等のサービス毎に、災

 
害時に対応する技術

今後必要とされる技術
ユーザ背景とネットワークリ

 
ソースを考慮したサービスを

 
提供する技術

４０



２０１１．５．２８ メディア社会の未来 安田 浩 All rights reserved 総務省打合せ 2011.06.15 資料 ２ 4

レシポンシブルな無線アクセスレシポンシブルな無線アクセス
–

 
災害時こそ携帯電話を利用したいとの要望は強い。一方、災害時には、高性能

 な端末機能は不要。帯域・遅延等のネットワーク機能もミニマムで十分。

–

 
災害時にも利用できる、ユーザから見て“確かな”、通信事業者から見て“責任ある”無線アクセ

 スが望まれる。

•

 
今回の大震災を教訓に、エネルギーリミットを考慮する必要がある。

アベイラビリティ：高
非常時も利用できる

アベイラビリティ：低
平常時に利用できる

消費電力：小消費電力：大

目指す
技術

高機能
携帯電話

性能に制限をつけ、充電

 無しで長期期間利用でき

 ることが望ましい
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